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超
党
派
の
国
会
議
員
で
つ
く
る
「
み
ん
な
で
靖
國
神
社
に
参
拝
す
る
国
会
議
員
の
会

（
会
長
・
尾
辻
秀
久
参
議
院
議
員
）」
は
、
戦
没
者
を
追
悼
し
平
和
を
祈
念
す
る
日
で
あ

る
八
月
十
五
日
早
朝
、
衆
参
両
院
国
会
議
員
九
十
五
人
が
そ
ろ
っ
て
靖
國
神
社
に
昇
殿

参
拝
を
行
い
英
霊
に
感
謝
の
誠
を
捧
げ
た
。
ま
た
、
会
と
は
別
に
自
民
党
の
谷
垣
禎
一

総
裁
、
大
島
理
森
幹
事
長
、
安
倍
晋
三
元
総
理
や
、
石
原
慎
太
郎
東
京
都
知
事
も
参
拝

さ
れ
た
。

　
し
か
し
、
菅
内
閣
の
閣
僚
・
副
大
臣
・
政
務
官
は
内
閣
の
参
拝
自
粛
方
針
の
下
、
春

の
例
大
祭
と
同
じ
く
一
人
も
参
拝
し
な
か
っ
た
。

戦
没
者
を
追
悼
し
平
和
を
祈
念
す
る
日

国
会
議
員
九
十
五
人
が
靖
國
神
社
に
参
拝

　

先
の
大
戦
の
終
結
か
ら
六

十
五
年
、
曇
り
空
な
が
ら
汗

が
滴
り
落
ち
る
様
な
蒸
し
暑

い
日
と
な
っ
た
「
戦
没
者
を

追
悼
し
平
和
を
祈
念
す
る

日
」
で
あ
る
八
月
十
五
日
の

午
前
八
時
、「
み
ん
な
で
靖
國

神
社
に
参
拝
す
る
国
会
議
員

の
会
」
の
国
会
議
員
九
十
五

人
（
本
人
四
十
一
人
、
代
理

五
十
四
人
）
が
、
そ
ろ
っ
て

靖
國
神
社
に
昇
殿
参
拝
を
行

っ
た
。

　

し
か
し
、
菅
直
人
総
理
を

は
じ
め
閣
僚
た
ち
は
、
ご
英

霊
の
声
な
き
声
に
聞
く
耳
を

持
た
ず
、
遺
族
の
願
い
（
菅

総
理
へ
の
要
望
書
別
掲
）
な

ど
全
く
意
に
介
さ
な
か
っ
た

様
で
あ
る
。
政
権
交
代
前
か

ら
予
想
さ
れ
た
様
に
、
参
拝

自
粛
方
針
の
下
、
春
の
例
大

祭
と
同
じ
く
総
理
を
は
じ
め

閣
僚
の
参
拝
は
な
か
っ
た
。

　

長
年
続
い
た
自
民
党
政
権

時
代
か
ら
、
遺
族
会
は
政
権

与
党
に
対
し
、
靖
國
神
社
国

家
護
持
、
総
理
の
公
式
参
拝

の
実
現
、参
拝
の
定
着
等
々
、

そ
の
要
望
の
ハ
ー
ド
ル
を
下

げ
な
が
ら
も
、
戦
没
者
ご
英

霊
に
対
す
る
当
然
の
義
務
の

遂
行
を
国
に
求
め
て
き
た

が
、
そ
れ
で
も
国
の
軸
足
が

定
ま
る
こ
と
は
な
く
、
戦
没

者
遺
族
は
大
い
に
失
望
し
続

け
た
。

　

そ
し
て
、
昨
年
の
衆
議
院

選
挙
の
結
果
、
民
主
党
に
政

権
が
代
わ
り
、
鳩
山
内
閣
に

続
い
て
菅
内
閣
が
誕
生
し
た

が
、
靖
國
神
社
に
代
わ
る
戦

没
者
追
悼
施
設
の
建
設
構
想

を
語
っ
た
り
、「
学
べ
ば
学
ぶ

ほ
ど
（
沖
縄
の
海
兵
隊
）
が

連
携
し
抑
止
力
を
維
持
し
て

い
る
こ
と
が
わ
か
っ
た
」と
、

首
相
に
な
っ
て
や
っ
と
理
解

し
た
と
恥
ず
か
し
げ
も
な
く

述
べ
た
鳩
山
前
総
理
や
、

「（
所
謂
）
Ａ
級
戦
犯
が
合
祀

さ
れ
て
い
る
問
題
な
ど
か
ら

首
相
や
閣
僚
の
公
式
参
拝
に

は
問
題
が
あ
る
」、「（
小
泉
元

総
理
の
靖
國
参
拝
を
念
頭

に
）
そ
の
こ
と
に
よ
っ
て
、

ア
ジ
ア
の
国
々
と
の
政
治
レ

ベ
ル
の
交
流
が
非
常
に
滞
っ

て
い
る
」
と
、
我
が
国
の
戦

没
者
の
慰
霊
追
悼
よ
り
隣
国

へ
の
配
慮
を
優
先
す
る
菅
総

理
に
、
ご
英
霊
や
遺
族
の
声

が
届
く
こ
と
は
な
い
の
か
。

　

今
現
在
の
価
値
観
、
自
分

た
ち
の
都
合
で
先
人
た
ち
の

苦
労
を
断
罪
し
、
国
の
誇
り

を
貶
め
る
こ
と
を
生
き
が
い

に
し
て
い
る
為
政
者
た
ち
を

念
頭
に
、「
日
本
の
こ
と
を
考

え
な
い
や
つ
ら
の
こ
と
を
話

し
て
も
仕
方
が
な
い
。
本
当

に
ご
英
霊
も
浮
か
ば
れ
な

い
」
と
、
靖
國
神
社
へ
参
拝

後
、
記
者
団
に
語
っ
た
石
原

東
京
都
知
事
の
言
葉
は
、
戦

没
者
遺
族
に
と
っ
て
重
く
辛

い
言
葉
で
あ
る
。

　

為
政
者
が
謝
罪
す
べ
き
は

戦
没
者
ご
英
霊
と
遺
族
に
対

し
て
で
あ
る
。
永
遠
に
和
解

す
る
意
志
の
な
い
隣
国
に
謝

靖國神社に参拝する古賀日本遺族会会長ら「みんなで靖
國神社に参拝する国会議員の会」（８月15日：靖國神社）

罪
し
続
け
る
く
ら
い
な
ら
、

靖
國
神
社
の
社
頭
で
「
今
日

ま
で
の
無
礼
を
お
詫
び
し
大

い
に
反
省
い
た
し
ま
す
」と
、

ご
英
霊
に
頭
を
下
げ
謝
罪
し

て
ほ
し
い
も
の
で
あ
る
。
ご

英
霊
は
き
っ
と
許
し
て
く
れ

る
だ
ろ
う
。

　
「
戦
没
者
を
追
悼
し
平
和

を
祈
念
す
る
日
」
で
あ
る
八

月
十
五
日
に
参
拝
さ
れ
た
九

十
五
人
及
び
別
途
参
拝
九
人

の
衆
参
両
院
議
員
は
次
の
と

お
り
。（
党
派
別
・
敬
称
略
）

議
員
本
人
参
拝

▼
衆
議
院　

二
十
人

【
自
民
党
】
逢
沢
一
郎
、
安
倍

晋
三
、
稲
田
朋
美
、
井
上
信

治
、
大
島
理
森
、
梶
山
弘
志
、

小
泉
進
次
郎
、
下
村
博
文
、

古
賀
誠
、
高
市
早
苗
、
谷
垣

禎
一
、
田
村
憲
久
、
中
谷
元
、

西
野
陽
、
古
屋
圭
司
、
山
口

俊
一
、
山
本
拓

【
民
主
党
】
奥
野
総
一
郎
、
川

口
浩
、
木
内
孝
胤
、
沓
掛
哲

男
、
長
尾
敬
、
中
津
川
博
郷
、

松
原
仁
、
柳
田
和
己
、
渡
辺

義
彦

【
た
ち
あ
が
れ
日
本
】平
沼
赳

夫 【無
所
属
】
衛
藤
征
士
郎 

▼
参
議
院　

二
十
一
人

【
自
民
党
】
有
村
治
子
、
磯
崎

仁
彦
、
岩
井
茂
樹
、
岩
城
光

英
、
宇
都
隆
史
、
岸
信
夫
、

熊
谷
大
、
佐
藤
信
秋
、
佐
藤

正
久
、
西
田
昌
司
、
浜
田
和

幸
、
藤
川
政
人
、
水
落
敏
栄
、

三
原
じ
ゅ
ん
こ
、
山
谷
え
り

子【民
主
党
】
芝
博
一
、
羽
田
雄

一
郎
、
前
田
武
志

【
み
ん
な
の
党
】
江
口
克
彦

【
た
ち
あ
が
れ
日
本
】中
山
恭

子【国
民
新
党
】
森
田
高

【
無
所
属
】
尾
辻
秀
久

議
員
代
理
参
拝

▼
衆
議
院　

三
十
六
人

【
自
民
党
】
阿
部
俊
子
、
甘
利

明
、
伊
吹
文
明
、
今
村
雅
弘
、

江
藤
拓
、
大
村
秀
章
、
小
里

泰
弘
、
金
子
一
義
、
金
子
恭

之
、
金
田
勝
年
、
木
村
太
郎
、

小
池
百
合
子
、後
藤
田
正
純
、

佐
田
玄
一
郎
、
塩
崎
恭
久
、

柴
山
昌
彦
、
高
木
毅
、
武
部

勤
、
田
中
和
徳
、
棚
橋
泰
文
、

谷
川
弥
一
、
田
野
瀬
良
太
、

徳
田
毅
、
中
川
秀
直
、
西
村

康
稔
、
額
賀
福
志
郎
、
町
村

信
孝
、
松
本
純
、
村
上
誠
一

郎
、
山
本
公
一
、
山
本
幸
三
、

山
本
有
二

【
民
主
党
】
大
西
孝
典
、
川
口

博

菅
内
閣
に
ご
英
霊
の
声

遺
族
の
願
い
届
か
ず

・
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【
た
ち
あ
が
れ
日
本
】園
田
博

之【無
所
属
】
鈴
木
宗
男

▼
参
議
院　

十
八
人

【
自
民
党
】
青
木
一
彦
、
衛
藤

晟
一
、
大
家
敏
志
、
岡
田
広
、

関
口
昌
一
、
谷
川
秀
善
、
中

西
祐
介
、
野
村
哲
郎
、
松
村

祥
史
、
松
村
龍
二
、
松
山
政

司
、
山
崎
正
昭
、
山
本
一
太
、

山
本
順
三

【
た
ち
あ
が
れ
日
本
】片
山
虎

之
助
、
藤
井
孝
男

【
無
所
属
】
大
江
康
弘
、
長
谷

川
大
紋

　

菅
直
人
内
閣
総
理
大
臣
に
お
か
れ
ま
し
て
は
、
総
理
大
臣

ご
就
任
、
誠
に
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
ま
た
、
戦
没
者

遺
族
に
係
わ
る
諸
問
題
に
つ
き
ま
し
て
、
平
素
よ
り
格
別
の

ご
高
配
を
賜
り
衷
心
よ
り
感
謝
申
し
あ
げ
ま
す
。

　

さ
て
、
靖
國
神
社
に
は
、
か
つ
て
の
大
戦
で
国
の
安
泰
と

平
和
、
そ
し
て
家
族
の
幸
せ
を
願
っ
て
尊
い
生
命
を
国
家
の

た
め
に
捧
げ
ら
れ
ま
し
た
二
百
四
十
六
万
余
の
御
霊
が
祀
ら

れ
て
お
り
ま
す
こ
と
は
、
ご
承
知
の
と
お
り
で
あ
り
ま
す
。

し
か
し
、
平
成
十
八
年
八
月
以
降
、
内
閣
総
理
大
臣
の
靖
國

神
社
参
拝
は
途
絶
え
て
お
り
、
戦
没
者
遺
族
と
し
て
誠
に
残

念
で
あ
り
ま
す
。

　

戦
没
者
遺
族
の
大
多
数
は
肉
親
の
死
を
看
取
る
こ
と
な

く
、
遺
骨
す
ら
受
領
し
て
い
ま
せ
ん
。
戦
没
者
は
た
と
え
肉

体
は
く
ち
て
も
己
の
御
霊
は
靖
國
神
社
に
帰
る
こ
と
を
固
く

信
じ
て
散
華
さ
れ
ま
し
た
。
ま
た
、
遺
族
も
御
霊
は
靖
國
神

社
に
必
ず
帰
っ
て
お
ら
れ
る
と
信
じ
て
今
日
ま
で
慰
霊
追
悼

を
行
っ
て
参
り
ま
し
た
。

　

そ
う
し
た
諸
霊
が
眠
る
靖
國
神
社
に
、
国
の
代
表
で
あ
る

内
閣
総
理
大
臣
が
参
拝
し
、
靖
國
の
御
霊
に
敬
意
を
表
し
感

謝
す
る
こ
と
は
極
め
て
当
然
で
あ
り
、
自
然
な
こ
と
で
あ
り

ま
す
。
現
に
世
界
の
い
ず
れ
の
国
に
お
い
て
も
、
国
家
の
た

め
に
犠
牲
と
な
ら
れ
た
戦
没
者
は
、
そ
の
国
の
責
任
に
お
い

て
手
厚
く
祀
ら
れ
て
お
り
ま
す
。

　

し
か
し
な
が
ら
、
我
が
国
で
は
内
閣
総
理
大
臣
の
靖
國
神

社
参
拝
は
、
ひ
と
え
に
総
理
の
決
断
に
左
右
さ
れ
て
い
る
の

が
現
状
で
あ
り
ま
す
。
さ
ら
に
、
政
府
与
党
と
な
っ
た
民
主

党
が
掲
げ
る
政
策
に
は
、
靖
國
神
社
に
代
わ
る
新
た
な
国
立

の
戦
没
者
追
悼
施
設
建
設
が
盛
り
込
ま
れ
て
お
り
ま
す
。

　

靖
國
神
社
こ
そ
が
我
が
国
唯
一
の
戦
没
者
追
悼
施
設
と
考

え
て
い
る
私
た
ち
戦
没
者
遺
族
に
と
っ
て
、
そ
の
こ
と
は
大

き
な
衝
撃
で
あ
り
、
戦
没
者
遺
族
の
心
情
を
顧
み
な
い
民
主

党
の
政
策
に
深
い
悲
し
み
と
失
望
を
覚
え
ま
す
。

　

日
本
に
は
先
祖
を
敬
う
と
い
う
良
き
伝
統
、
文
化
が
あ
り

ま
す
。
そ
の
意
味
か
ら
も
百
四
十
年
の
歴
史
と
伝
統
の
あ
る

靖
國
神
社
こ
そ
、
世
界
の
恒
久
平
和
を
祈
念
す
る
我
が
国
唯

一
の
追
悼
施
設
で
あ
り
、
仮
に
新
た
に
国
立
の
追
悼
施
設
が

建
設
さ
れ
れ
ば
靖
國
神
社
の
存
在
そ
の
も
の
を
否
定
す
る
よ

う
な
こ
と
に
も
な
り
か
ね
ず
、
私
た
ち
戦
没
者
遺
族
は
絶
対

容
認
す
る
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
。

　

菅
内
閣
総
理
大
臣
に
お
か
れ
ま
し
て
は
、
日
本
の
良
き
伝

統
、
文
化
に
の
っ
と
り
、
外
国
の
干
渉
な
ど
に
屈
す
る
こ
と

な
く
、
国
を
代
表
し
て
堂
々
と
靖
國
神
社
に
参
拝
し
、
英
霊

に
尊
崇
と
感
謝
の
誠
を
捧
げ
て
い
た
だ
き
ま
す
よ
う
心
か
ら

お
願
い
申
し
あ
げ
ま
す
。

　

平
成
二
十
二
年
七
月
三
十
日

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

財
団
法
人　
日
本
遺
族
会

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

会　

長　

古　

賀　
　

誠

内
閣
総
理
大
臣

　

菅　
　

直　

人　

殿

内
閣
総
理
大
臣
の

靖
國
神
社
へ
の
参
拝
の
お
願
い

　

先
の
大
戦
の
終
結
か
ら
六

十
五
年
目
の
夏
。
連
日
、
猛

暑
が
続
く
中
で
八
月
十
五
日

の
「
戦
没
者
を
追
悼
し
平
和

を
祈
念
す
る
日
」を
迎
え
た
。 　

岡
山
県
参
列
遺
族
代
表

は
、
全
国
各
地
か
ら
到
着
し

た
ご
遺
族
と
共
に
式
場
で
あ

る
北
の
丸
公
園
の
日
本
武
道

館
に
入
場
。
定
刻
の
午
前
十

一
時
五
十
分
、
厚
生
労
働
省

職
員
の
ア
ナ
ウ
ン
ス
に
よ
り

全
員
起
立
し
天
皇
皇
后
両
陛

下
を
お
迎
え
し
た
。

　

国
家
斉
唱
に
続
い
て
、
菅

　「
戦
没
者
を
追
悼
し
平
和
を
祈
念
す
る
日
」
で
あ
る
八
月
十
五
日
、
東
京
・
日
本
武
道

館
に
天
皇
皇
后
両
陛
下
を
お
迎
え
し
、
政
府
主
催
に
よ
る
第
四
十
八
回
全
国
戦
没
者
追

悼
式
が
執
り
行
わ
れ
た
。
式
典
に
は
全
国
か
ら
の
遺
族
代
表
約
四
千
八
百
人
、
菅
直
人

総
理
を
は
じ
め
各
界
代
表
に
千
二
百
人
が
参
列
し
、先
の
大
戦
で
戦
禍
に
倒
れ
た
軍
人
・

軍
属
約
二
百
三
十
万
人
、
民
間
戦
災
者
約
八
十
万
人
の
冥
福
を
祈
り
世
界
平
和
希
求
を

誓
っ
た
。

直
人
内
閣
総
理
大
臣
が
壇
上

に
進
み
、「
三
百
十
万
余
の

方
々
の
無
念
を
思
う
と
き
、

悲
痛
の
思
い
が
尽
き
る
こ
と

な
く
込
み
上
げ
て
き
ま
す
。

苦
難
を
乗
り
越
え
て
こ
ら
れ

た
ご
遺
族
の
皆
様
の
ご
労
苦

に
深
く
敬
意
を
表
し
、
世
界

の
恒
久
平
和
の
確
立
に
全
力

を
尽
く
す
こ
と
を
お
誓
い
申

し
上
げ
ま
す
」
と
式
辞
を
述

べ
た
。
し
か
し
、「
と
り
わ
け

ア
ジ
ア
諸
国
の
人
々
に
対
し

多
大
の
損
害
と
苦
痛
を
与
え

ま
し
た
」
と
再
び
加
害
責
任

に
も
言
及
、
平
成
五
年
の
細

川
政
権
か
ら
続
い
て
い
る

「
反
省
と
謝
罪
」を
繰
り
返
す

こ
と
と
な
っ
た
。

　

天
皇
皇
后
両
陛
下
が
中
央

祭
壇
に
お
進
み
な
り
、
正
午

の
時
報
を
合
図
に
戦
没
者
の

御
霊
に
一
分
間
の
黙
祷
を
捧

げ
た
後
、
天
皇
陛
下
が
「
先

陣
に
散
り
戦
禍
に
倒
れ
た

人
々
に
対
し
心
か
ら
哀
悼
の

意
を
表
し
、
世
界
の
平
和
と

我
が
国
の
一
層
の
発
展
を
祈

り
ま
す
」
と
〝
お
こ
と
ば
〟

を
述
べ
ら
れ
た
。

　

そ
し
て
衆
参
両
院
議
長
、

最
高
裁
判
所
長
官
の
追
悼
の

辞
に
続
い
て
、
ビ
ル
マ
（
現

ミ
ャ
ン
マ
ー
）
で
父
を
亡
く

し
た
鳥
取
県
倉
吉
市
の
政
門

初
惠
さ
ん
が
「
悲
惨
な
戦
争

の
苦
悩
を
身
を
も
っ
て
体
験

し
た
私
た
ち
遺
族
は
、
こ
の

悲
し
い
歴
史
を
絶
対
繰
り
返

さ
な
い
こ
と
を
こ
こ
に
固
く

誓
い
ま
す
」
と
、
追
悼
の
言

葉
を
捧
げ
た
。

　

次
い
で
、
菅
総
理
を
は
じ

め
各
党
・
各
界
代
表
に
続
い

て
全
国
都
道
府
県
遺
族
代
表

が
献
花
を
行
い
、
岡
山
県
か

ら
は
岩
国
海
軍
病
院
で
弟
さ

ん
を
亡
く
さ
れ
た
岡
山
市
南

区
曽
根
の
沼
野
豊
さ
ん
（
85

歳
）
が
岡
山
県
参
列
者
を
代

表
し
て
白
菊
を
祭
壇
に
捧

げ
、
御
霊
の
冥
福
を
お
祈
り

し
平
和
希
求
を
お
誓
い
し 参列された岡山県遺族代表の皆さん

天
皇
皇
后
両
陛
下
を
お
迎
え
し

第
四
十
八
回
全
国
戦
没
者
追
悼
式
が

挙
行
さ
れ
る

岡
山
県
か
ら
戦
没
者
遺
族
八
十
八
人
参
列
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た
。

　

ま
た
、
岡
山
県
護
國
神
社

で
は
午
前
十
時
三
十
分
か
ら

〝
終
戦
の
証
書
奉
戴
・
日
本
興

隆
祈
願
祭
〟
が
開
催
さ
れ
た

ほ
か
、
夜
に
は
〝
萬
燈
み
た

ま
祭
〟
が
執
り
行
わ
れ
、
奉

納
堤
灯
約
千
個
が
掲
げ
ら
れ

た
境
内
で
は
岡
山
市
連
合
婦

人
会
に
よ
る
盆
踊
り
が
奉
納

さ
れ
、
国
難
に
殉
じ
た
ご
英

霊
を
お
慰
め
し
た
。

　

本
日
こ
こ
に
、
天
皇
皇
后
両
陛
下
の
ご
臨
席
を
仰
ぎ
、
各

界
の
代
表
を
は
じ
め
全
国
各
地
か
ら
幾
千
の
遺
族
代
表
が
寄

り
集
い
、
全
国
戦
没
者
追
悼
式
が
厳
粛
に
執
り
行
わ
れ
る
に

あ
た
り
、
戦
没
者
遺
族
を
代
表
し
て
謹
ん
で
追
悼
の
言
葉
を

申
し
上
げ
ま
す
。

　

今
日
こ
の
日
は
、
先
の
大
戦
が
終
わ
り
を
告
げ
平
和
な
日

本
が
甦
っ
た
あ
の
終
戦
の
日
で
あ
り
、
特
に
今
年
は
戦
後
六

十
五
年
と
い
う
節
目
の
年
で
あ
り
ま
す
。
過
ぎ
し
大
戦
に
お

い
て
、
祖
国
の
安
泰
を
願
い
、
絶
ち
難
き
恩
愛
の
絆
を
振
り

捨
て
て
戦
場
に
散
り
、
戦
禍
に
倒
れ
、
ま
た
戦
後
、
帰
国
を

待
ち
望
み
な
が
ら
一
身
を
犠
牲
に
さ
れ
ま
し
た
ご
英
霊
の
皆

様
に
思
い
を
馳
せ
る
時
、
万
感
胸
に
迫
る
も
の
が
ご
ざ
い
ま

す
。

　

顧
み
ま
す
と
、
私
た
ち
戦
没
者
の
遺
族
が
歩
ん
で
き
た
道

は
、
癒
し
難
い
苦
悩
と
長
い
長
い
試
練
の
歳
月
で
あ
り
ま
し

た
。
物
心
両
面
に
亘
る
苦
境
は
言
語
に
絶
す
る
も
の
が
あ
り

ま
し
た
が
、
ご
英
霊
の
皆
様
の
崇
高
な
精
神
を
引
き
継
ぎ
、

誇
り
を
忘
れ
ず
、
互
い
に
助
け
合
い
励
ま
し
合
い
な
が
ら
、

英
霊
顕
彰
、
国
家
の
繁
栄
、
更
に
家
運
の
再
興
の
た
め
一
生

懸
命
努
力
し
て
ま
い
り
ま
し
た
。

　

戦
後
、
日
本
は
平
和
で
豊
か
な
文
化
国
家
と
し
て
躍
進
を

続
け
て
ま
い
り
ま
し
た
が
、
今
日
の
平
和
と
繁
栄
は
諸
英
霊

の
尊
い
礎
の
上
に
築
か
れ
た
も
の
で
あ
る
こ
と
を
、
私
た
ち

日
本
国
民
は
深
く
胸
に
刻
み
決
し
て
忘
れ
て
は
な
り
ま
せ

ん
。
政
府
が
八
月
十
五
日
を
「
戦
没
者
を
追
悼
し
平
和
を
祈

念
す
る
日
」
と
制
定
さ
れ
た
所
以
も
ま
た
こ
こ
に
あ
り
、
誠

に
意
義
深
い
も
の
と
思
い
ま
す
。

　

本
日
は
来
賓
多
数
の
ご
参
列
を
仰
ぎ
、
厳
か
に
追
悼
式
を

挙
行
い
た
だ
き
、
御
霊
た
ち
は
申
す
に
及
ば
ず
私
た
ち
遺
族

に
と
り
ま
し
て
も
試
に
意
義
深
く
無
上
の
慰
め
で
あ
り
、
感

謝
と
感
激
の
極
み
で
ご
ざ
い
ま
す
。
こ
こ
に
遺
族
一
同
に
代

わ
り
ま
し
て
衷
心
よ
り
厚
く
お
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

　

祖
国
の
永
遠
の
平
和
と
発
展
と
を
念
じ
て
、
そ
の
尊
い
生

命
を
な
げ
う
た
れ
た
御
霊
た
ち
は
、
倦
む
と
こ
ろ
な
く
、
常

に
我
が
日
本
を
お
守
り
く
だ
さ
る
こ
と
を
固
く
信
じ
ま
す
と

と
も
に
、
悲
惨
な
戦
争
の
苦
悩
を
身
を
も
っ
て
体
験
し
た
私

た
ち
遺
族
は
、
こ
の
悲
し
い
歴
史
を
絶
対
繰
り
返
さ
な
い
こ

と
を
こ
こ
に
改
め
て
固
く
お
誓
い
い
た
し
ま
す
。

　

結
び
に
、
御
霊
た
ち
の
ご
冥
福
と
ご
遺
族
各
位
の
ご
多
幸

と
ご
健
勝
を
心
か
ら
祈
念
し
、
併
せ
て
、
御
霊
た
ち
が
こ
よ

な
く
愛
し
た
我
が
日
本
の
限
り
な
い
発
展
を
心
か
ら
念
じ
、

追
悼
の
言
葉
と
い
た
し
ま
す
。

参列された岡山県遺族代表の皆さん

追
悼
の
辞

　
　
　
　

全
国
戦
没
者
遺
族
代
表

　
　
　
　
　
　
（
鳥
取
県
倉
吉
市
）

　
　
　
　
　
　

政　

門　

初　

惠

　

ご
遺
族
の
皆
様
に
は
、
お

元
気
で
お
過
ご
し
の
こ
と
と

拝
察
い
た
し
ま
す
。

　

全
国
各
地
で
は
大
雨
に
よ

る
災
害
が
発
生
し
、
死
者
、

行
方
不
明
者
を
出
す
惨
事
と

な
っ
て
お
り
ま
す
。
犠
牲
に

な
ら
れ
た
方
々
の
ご
冥
福

と
、
被
害
に
あ
わ
れ
た
方
々

に
心
よ
り
お
見
舞
い
を
申
し

上
げ
ま
す
。

　

さ
て
、
過
日
行
わ
れ
ま
し

た
参
議
院
選
挙
に
お
き
ま
し

て
、
全
国
の
ご
遺
族
皆
様
の

ご
支
援
を
い
た
だ
き
、
二
度

目
の
当
選
を
果
た
す
こ
と
が

出
来
ま
し
た
。
衷
心
よ
り
感

謝
を
申
し
上
げ
ま
す
。

　

こ
の
度
の
選
挙
は
野
党
と

し
て
臨
む
初
め
て
の
国
政
選

挙
と
な
り
、
大
変
厳
し
い
状

況
下
で
し
た
が
、
お
蔭
様
で

当
選
さ
せ
て
頂
く
こ
と
が
出

来
ま
し
た
。
加
え
て
自
民
党

は
五
十
一
議
席
を
獲
得
さ
せ

て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
選
挙

区
で
の
ご
支
援
に
対
し
て
も

心
よ
り
お
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

　

ま
さ
に
遺
族
会
の
存
続
を

か
け
た
戦
い
で
あ
り
ま
し
た

が
、
二
度
と
私
た
ち
の
よ
う

な
戦
没
者
遺
族
を
出
さ
な
い

為
に
、
遺
族
会
が
平
和
の
語

り
部
と
し
て
後
世
に
戦
争
の

悲
惨
さ
平
和
の
尊
さ
を
語
り

継
ぐ
と
い
う
社
会
的
意
義
を

表
示
し
た
戦
い
で
あ
っ
た
と

認
識
し
て
お
り
ま
す
。
こ
の

上
は
皆
様
に
頂
戴
し
た
ご
支

援
に
お
応
え
す
べ
く
、
戦
没

者
遺
族
の
代
表
と
し
て
、
こ

れ
か
ら
も
ご
遺
族
皆
様
の
声

を
国
政
に
届
け
て
参
り
ま
す
。

　

そ
し
て
懸
案
事
項
で
あ
る

総
理
閣
僚
の
靖
國
神
社
参

拝
、
国
立
の
戦
没
者
追
悼
施

設
の
建
設
阻
止
を
は
じ
め
、

妻
の
特
別
給
付
金
、
特
別
弔

慰
金
の
継
続
な
ど
、
ご
遺
族

皆
様
の
処
遇
の
改
善
に
向
け

全
力
を
尽
く
す
覚
悟
で
ご
ざ

い
ま
す
の
で
、
引
続
き
の
ご

指
導
ご
鞭
撻
を
お
願
い
申
し

上
げ
ま
す
。

　

暑
さ
厳
し
き
折
、
ご
遺
族

皆
様
に
は
く
れ
ぐ
れ
も
ご
健

康
に
ご
留
意
の
上
、
ご
健
勝

に
て
お
過
ご
し
い
た
だ
き
ま

す
よ
う
祈
念
い
た
し
ま
し
て
、

私
の
挨
拶
と
い
た
し
ま
す
。

ご
支
援
に
感
謝

　
　
　
　
　

日
本
遺
族
会
常
任
顧
問

　
　
　
　
　

参　

議　

院　

議　

員

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

水
落　

敏
栄
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別
掲
の
と
お
り
。

▼
参
加
費　

八
万
円

　

但
し
、
自
宅
か
ら
集
合
場

所
ま
で
の
国
内
交
通
費
及
び

帰
国
時
に
交
通
機
関
等
の
関

係
に
よ
り
帰
宅
で
き
な
い
場

合
の
宿
泊
費
等
は
個
人
負
担

と
な
り
ま
す
。

▼
応
募
資
格

　

実
施
地
域
（
周
辺
公
海
上

を
含
む
）
で
父
等
を
亡
く
し

た
戦
没
者
の
遺
児
。

▼
お
申
し
込
み
先

　

県
遺
族
連
盟
ま
で
。

　

日
本
遺
族
会
で
は
引
き
続

き
、
洋
上
慰
霊
を
は
じ
め
別

掲
の
六
地
域
へ
の
参
加
者
を

募
集
し
て
い
ま
す
。
是
非
こ

の
機
会
に
父
等
の
最
後
の
地

を
訪
問
さ
れ
ま
す
様
ご
案
内

申
し
上
げ
ま
す
。
実
施
要
領

は
次
の
と
お
り
で
す
。

▼
実
施
地
域
等

悼
を
行
う
と
共
に
、
現
地
の

人
々
と
の
親
善
を
深
め
る
こ

と
を
目
的
と
し
た
事
業
で
す
。

　

平
成
二
十
二
年
度
は
十
五

地
域
が
計
画
さ
れ
、
八
月
初

旬
に
実
施
さ
れ
た
旧
満
州
地

域
を
皮
切
り
に
、
既
に
全
国

各
地
か
ら
多
く
の
遺
児
が
各

戦
域
を
訪
問
し
て
い
ま
す
。

　

平
成
三
年
か
ら
日
本
遺
族

会
が
政
府
の
補
助
・
委
託
を

受
け
て
実
施
し
て
い
る
「
戦

没
者
の
遺
児
に
よ
る
慰
霊
友

好
親
善
事
業
」
は
、
遺
児
に

対
す
る
慰
藉
の
一
環
と
し
て
、

父
等
を
国
に
捧
げ
た
遺
児
が

一
度
は
亡
き
父
等
の
眠
る
地

に
赴
き
心
ゆ
く
ま
で
慰
霊
追

洋
上
慰
霊
ほ
か
６
地
域
の
参
加
者
募
集

遺
児
に
よ
る
慰
霊
友
好
親
善
事
業

実施計画概要

実施地域
実　施　時　期 募集人員 申込締切

主　な　訪　問　予　定　地

１ ソロモン諸島

平成22年10月28日㈭〜11月４日㈭
７泊８日 35人 平成22年９月13日

Ａ班＝ガダルカナル島、ツラギ島
Ｂ班＝中部ソロモン諸島（ニュージョージア島ムンダ、コロンバン

ガラ島ビラ）

２ ボ ル ネ オ・
マ レ ー 半 島

平成22年11月10日㈬〜11月19日㈮
９泊10日 40人 平成22年９月27日

Ａ班＝コタキナバル、ケニンゴウ、ミリ、ブルネイ、ラブアン、マ
レー半島

Ｂ班＝シンガポール、バンジェルマシン、バリクパパン、タラカン、
タワウ、サンダカン

３ ミ ャ ン マ ー

平成22年11月29日㈪〜12月８日㈬
９泊10日 40人 平成22年10月15日

Ａ班＝ヤンゴン、ペグー、トングー、メークテーラ、サラワジ
Ｂ班＝ミートキーナ、マンダレー、アキャブ

４ マリアナ諸島

平成23年２月２日㈬〜２月８日㈫
６泊７日 40人 平成22年12月15日

Ａ班＝グアム島、サイパン島
Ｂ班＝サイパン島、テニアン島

５ マーシャル諸島
平成23年２月12日㈯〜２月20日㈰

８泊９日 20人 ㊟
平成22年10月12日

マーシャル諸島（クエゼリン、ルオット、マジュロ）

６ 洋 上 慰 霊

平成23年３月５日㈯〜３月16日㈬
11泊12日 300人 平成22年12月５日

沖縄方面、台湾方面、バシー海峡、フィリピン沖、レイテ沖、小笠
原方面の各海域

〇実施時期の日数には、東京都内等の集合日が含まれます。
〇実施時期、日程等については、相手国の事情等により変更や取り止めになる場合
があります。

〇㊟のマーシャル諸島は、入域許可取得のため実施日の約４カ月前が締切りとなり
ます。

急　告
　平成22年度県連盟事業として参加者を
募集しています東部ニューギニア地域慰霊
巡拝は、現地（パプアニューギニア）治安
悪化のため中止いたします。今後、巡拝地
域を再検討し募集を行いたいと存じますの
でご了承願います。

無料送迎バス運行経路
●印／無料送迎バス乗降車場

護国神社境内
乗降車場

岡山県神社庁
岡山県遺族連盟

西大寺方面奥 市 公 園
野 球 場

表参道鳥居前
乗降車場

東山電停上
乗降車場

東山電停上
降車場

両備バス
護国神社前停留所

両備バス
東山停留所

岡電東山停留所
市内方面

平成22年９月吉日
ご　遺　族　様

岡山県戦没者　　　　　　　
顕彰会会長　岡　﨑　　豊

　謹啓　初秋の候　ますますご清栄のこととお慶び申し上げます。
　さて、恒例の岡山県戦没者秋季慰霊祭を下記により執り行いますの
で、万障お繰り合わせのうえご参列下さいますようご案内申し上げます。
　なお、東山電停より護國神社の間を、無料バスにより送迎を行いま
すので、多数ご参列下さいます様お願いいたします。　　　　敬具

記
１．日　　時　10月５日㈫　10時から（雨天にかかわらず執行）

※10月６日㈬は護國神社秋季慰霊大祭が10時から執り
行われます。

２．祭　　場　岡山市中区奥市3−21　岡山県護國神社
３．協賛行事　　　　10月５日	 　　　10月６日

備中神楽　華 道 展	 備中神楽　詩　　吟
吉 備 舞	 吉 備 舞　華 道 展
詩 吟 舞	 銃 剣 道

１．自家用車駐車場はありません。電車・バス等をご利用下さい。
２．電車・バス等でご参拝の方は、無料送迎バスを運行（約５分間隔）
していますので、ご利用下さい。
＊運行区間　東山電停〜表参道鳥居前〜護國神社間
＊運行時間　午前９時〜12時

３．当日参列のご遺族１人に１個、記念品を差し上げます。
４．ご希望の方には後楽園・博物館入場券を差し上げます。
５．参列に際しましては、慰霊祭終了まで会場にご臨席いただきます
様お願いいたします。
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倉
敷
市
亀
山

　
　
　
　

赤
木　

弥
昭

　

お
父
さ
ん
、
や
っ
と
念
願

叶
っ
て
会
い
に
来
る
こ
と
が

で
き
ま
し
た
。

　

こ
の
近
く
の
海
で
、
お
父

さ
ん
た
ち
の
乗
っ
て
い
た
輸

送
船
が
行
方
不
明
に
な
り
ま

し
た
。
生
存
者
は
確
認
で
き

ず
、
全
員
戦
死
し
た
の
は
確

か
だ
と
い
う
こ
と
で
し
た
。

だ
か
ら
、
還
っ
て
き
た
の
は

白
木
の
箱
だ
け
で
し
た
。

　

若
く
し
て
戦
争
未
亡
人
と

な
っ
た
母
は
、
農
作
業
に
汗

を
流
し
て
私
た
ち
を
育
て
あ

げ
ま
し
た
。
長
い
道
の
り
だ

っ
た
と
思
い
ま
す
が
、
戦
後

六
十
四
年
目
の
昨
年
九
月
、百

歳
で
お
父
さ
ん
の
と
こ
ろ
へ

旅
立
ち
ま
し
た
。お
父
さ
ん
、

天
国
で
母
と
昔
話
を
し
て
い

ま
す
か
？

　

お
父
さ
ん
と
別
れ
た
の
は

四
歳
位
で
想
い
出
は
多
く
あ

り
ま
せ
ん
が
、
当
時
は
食
糧

増
産
の
時
代
、
母
は
朝
か
ら

晩
ま
で
野
良
で
働
き
ど
お
し

で
子
供
と
遊
ぶ
暇
な
ど
無
か

っ
た
よ
う
に
思
い
ま
す
。
お

父
さ
ん
が
出
征
し
た
時
、
乳

飲
み
子
だ
っ
た
次
男
の
昭
年

も
二
十
年
ほ
ど
前
、
四
十
七

歳
の
若
さ
で
天
国
に
旅
立
っ

て
い
ま
す
。

　

僕
は
、
お
父
さ
ん
の
跡
を

継
い
で
田
舎
で
百
姓
を
や
る

覚
悟
で
し
た
が
、
時
代
の
変

化
に
勝
て
ず
、
四
十
年
ほ
ど

前
に
家
族
全
員
で
倉
敷
に
移

り
住
み
ま
し
た
。
お
父
さ
ん

が
育
っ
た
田
舎
は
過
疎
化
が

進
み
、
世
帯
は
減
少
し
て
高

齢
者
ば
か
り
に
な
っ
て
い
ま

す
。
先
祖
伝
来
の
田
畑
を
草

に
し
て
申
し
訳
あ
り
ま
せ
ん
。

お
許
し
下
さ
い
。

　

僕
は
お
父
さ
ん
の
若
い
姿

し
か
知
り
ま
せ
ん
。
亡
く
な

っ
た
人
は
何
時
迄
も
年
を
と

ら
な
い
と
云
い
ま
す
が
、
僕

は
も
う
七
十
歳
を
越
し
、
い

い
爺
さ
ん
と
思
わ
れ
る
で
し

ょ
う
？
娘
二
人
も
嫁
い
で
し

ま
い
寂
し
く
な
り
ま
し
た
が
、

幸
い
嫁
ぎ
先
が
近
い
の
で
よ

く
訪
ね
て
来
て
く
れ
ま
す
。

　

色
々
、
身
の
上
話
を
し
ま

し
た
。
お
父
さ
ん
、
ど
う
か

安
ら
か
に
お
眠
り
下
さ
い
。

　

平
成
二
十
二
年
三
月
七
日

あ
と
が
き 

︱

　

父
が
乗
船
し
て
い
た
白
馬

丸
は
昭
和
十
九
年
十
二
月
七

日
、
レ
イ
テ
島
西
方
海
岸
で

敵
機
の
爆
撃
を
受
け
沈
没
、

父
は
船
と
共
に
海
深
く
沈
み

ま
し
た
。
目
の
前
に
広
が
る

静
か
で
美
し
い
海
が
血
の
海

だ
っ
た
と
は
想
像
で
き
ま
せ

ん
。
現
地
ガ
イ
ド
さ
ん
か
ら

当
時
の
戦
況
を
詳
し
く
説
明

い
た
だ
き
、
あ
ら
た
め
て
あ

の
戦
争
の
激
し
さ
を
思
い
な

が
ら
父
の
眠
る
レ
イ
テ
島
ビ

リ
ア
バ
の
海
岸
で
追
悼
の
言

葉
を
捧
げ
ま
し
た
。

　

故
郷
に
家
族
を
残
し
死
ん

で
い
っ
た
父
の
こ
と
を
思
う

と
涙
が
止
ま
り
ま
せ
ん
で
し

た
。
こ
ん
な
悲
惨
な
時
代
が

あ
っ
た
こ
と
を
決
し
て
忘
れ

な
い
よ
う
に
次
の
世
代
に
語

り
継
ぎ
、
二
度
と
こ
の
よ
う

な
間
違
い
を
起
こ
さ
な
い
よ

う
に
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ

ん
。

追
悼
の
こ
と
ば

遺
児
巡
拝

フィリピン訪問団に参加された岡山県の皆さん。左から
赤木さん、バレテ峠で父上を亡くされた原田弘子さん、
原田民子さん、笠原富女さんの姉妹
（３月９日：カリラヤ「比島戦没者の碑」での全戦没者追
悼式に於いて）

井
原
市
笹
賀
町

　
　
　
　

竹
井　

龍
盛

　

こ
の
度
、
戦
没
者
遺
児
に

よ
る
日
中
友
好
訪
問
団
に
参

加
さ
せ
て
頂
き
、
亡
き
父
の

最
後
の
地
で
あ
り
ま
す
旧
満

洲
国
、
現
在
の
中
華
人
民
共

和
国
の
東
北
地
区
を
八
月
四

日
か
ら
十
二
日
に
か
け
て
巡

拝
い
た
し
ま
し
た
。
長
年
の

願
い
を
果
た
す
こ
と
が
や
っ

と
で
き
ま
し
た
。

　

私
た
ち
の
訪
問
団
は
Ａ
班

（
23
名
）
と
Ｂ
班
（
24
名
）
の

二
班
に
分
か
れ
、
Ａ
班
に
入

っ
た
私
は
、
北
京
か
ら
ハ
イ

ラ
ル
、
チ
チ
ハ
ル
、
北
安
、

ハ
ル
ピ
ン
、
牡
丹
江
、
シ
ン

ヨ
ウ
と
九
日
間
、
団
員
と
行

動
を
共
に
し
ま
し
た
が
、
日

本
遺
族
会
の
ご
配
慮
に
よ

り
、
父
母
ら
が
亡
く
な
っ
た

場
所
で
慰
霊
祭
を
し
て
頂
き

感
謝
の
気
持
ち
で
一
杯
で

す
。
親
を
想
い
、
子
を
想
い

な
が
ら
無
念
に
も
こ
の
地
に

散
っ
た
父
や
多
く
の
戦
死
者

の
こ
と
を
思
う
と
、
胸
が
熱

く
な
り
涙
が
流
れ
て
き
ま
し

た
。

　

父
は
〝
満
洲
開
拓
団
〟
と

し
て
日
本
を
離
れ
、そ
の
後
、

現
地
招
集
で
戦
地
に
向
か
い

戦
死
し
ま
し
た
。
私
が
二
歳

の
頃
で
、
私
は
父
の
顔
や
姿

に
つ
い
て
何
も
覚
え
て
い
ま

せ
ん
。「
お
父
さ
ん
」
と
呼
ん

だ
こ
と
も
あ
り
ま
せ
ん
。

　

父
が
何
故
、
開
拓
団
に
参

加
し
た
の
か
今
ま
で
全
く
わ

か
り
ま
せ
ん
で
し
た
。
し
か

し
今
、
こ
の
地
で
、
こ
の
大

地
を
見
て
父
の
気
持
ち
が
初

め
て
わ
か
り
ま
し
た
。
見
渡

す
限
り
の
ト
ウ
モ
ロ
コ
シ
畑

や
大
豆
畑
、
三
百
六
十
度
、

山
ら
し
き
も
の
は
見
当
た
ら

ず
、
そ
の
雄
大
さ
に
驚
き
と

感
動
を
覚
え
ま
し
た
。

　

所
々
に
隣
接
区
分
か
暴
風

止
め
な
の
か
？
ポ
プ
ラ
や
松

の
木
が
筋
条
に
植
林
さ
れ
て

お
り
、
何
㎞
先
に
二
〜
三
十

軒
の
集
落
が
ポ
ツ
ン
ポ
ツ
ン

と
見
え
ま
す
。
古
い
小
さ
な

平
屋
建
の
家
は
何
処
も
レ
ン

ガ
造
り
で
、
屋
根
に
は
必
ず

煙
突
が
二
本
あ
り
ま
し
た
。

し
か
し
学
校
な
ど
は
見
当
ら

ず
、
子
供
た
ち
は
一
体
ど
う

し
て
る
の
か
な
と
頭
を
か
し

げ
て
し
ま
い
ま
す
。

　

機
械
や
設
備
は
古
い
ま
ま

で
、
生
活
状
況
は
日
本
の
四

十
年
前
を
思
い
出
す
よ
う
で

す
が
、
や
は
り
中
国
は
広
大

で
す
。
一
直
線
の
広
い
道
路

は
雄
大
そ
の
も
の
で
す
。
都

市
と
農
村
部
の
格
差
を
感
じ

ま
し
た
が
、
近
年
の
中
国
の

発
展
は
著
し
く
、
各
地
で
道

路
や
ビ
ル
の
建
設
工
事
な
ど

を
行
っ
て
い
ま
し
た
。
こ
の

中
国
経
済
の
活
況
を
目
の
当

た
り
に
す
る
と
、
十
年
後
、

二
十
年
後
に
は
社
会
基
盤
の

充
実
が
図
ら
れ
る
と
思
い
ま

し
た
。

　

案
内
を
い
た
だ
い
た
ガ
イ

ド
さ
ん
の
話
に
よ
れ
ば
、
こ

の
東
北
地
区
は
九
月
頃
か
ら

次
第
に
寒
く
な
り
最
低
気
温

は
マ
イ
ナ
ス
四
十
度
。
そ
し

て
五
月
頃
か
ら
農
作
業
に
取

り
掛
か
る
と
の
こ
と
で
す

が
、
昨
年
の
夏
は
最
高
四
十

七
度
ま
で
気
温
が
上
が
っ
た

そ
う
で
す
。
日
本
の
天
候
も

最
近
お
か
し
い
で
す
が
、
こ

ち
ら
の
天
候
も
最
近
お
か
し

い
と
ガ
イ
ド
さ
ん
も
話
し
て

お
ら
れ
ま
し
た
。
自
然
を
壊

し
、
戦
争
で
平
和
を
壊
す
、

す
べ
て
人
間
の
仕
業
で
す
。

　

中
国
の
方
々
に
お
世
話
に

な
り
親
切
に
し
て
頂
き
ま
し

た
。
今
回
の
訪
問
で
、
言
葉

が
通
じ
な
く
て
も
心
が
通
じ

れ
ば
仲
良
く
な
れ
る
こ
と
を

確
信
し
ま
し
た
。
ど
う
か
、

こ
の
日
中
友
好
訪
問
を
基
に

互
い
に
戦
争
の
無
い
世
界
に

な
れ
ば
と
思
い
ま
す
。
私
の

人
生
も
残
り
少
な
く
な
り
ま

し
た
が
、
こ
れ
か
ら
の
次
世

代
を
担
う
家
族
に
平
和
の
大

切
さ
を
語
り
継
が
な
け
れ
ば

な
り
ま
せ
ん
。
機
会
を
つ
く

っ
て
、
ま
た
中
国
を
訪
問
し

た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

遺
児
の
日
中
友
好

訪
問
団
に
参
加
し
て

父の慰霊祭に臨んだ竹井さん
（８月８日：北安の宿舎で）
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謹
み
て
靖
國
神
社
の
神
霊
に
申
す

�

陸
軍
憲
兵
軍
曹　

近  

藤 　

巖  

命　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

�

昭
和
二
十
年
八
月
十
九
日�

東
京
九
段
靖
國
神
社
に
て
責
任
自
決�

愛
知
県
出
身　

二
十
二
歳

謹
み
て
靖
國
神
社
の
神
霊
に
申
す

本
日
復
員
の
命
下
れ
り
。
皇
國
の
必
勝
を
信
じ
、
護
持
の
大
任
を
完
（
ま
っ
と
）
ふ
さ
れ

し
靖
國
の
神
霊
に
何
と
申
し
上
ぐ
べ
き
や
。
只
、
吾
が
責
務
の
完
（
ま
っ
た
）
か
ら
ざ
る

を
思
ひ
、
此
処
に
一
死
以
て
詫
び
ん
と
す
。

陸
軍
憲
兵
軍
曹　

近　

藤　
　

巖

遺
言

謹
み
て
御
両
親
様
に
申
し
上
げ
ま
す
。

本
日
復
員
の
命
下
り
、
帰
郷
の
余
儀
な
き
に
至
り
ま
し
た
。
真
に
無
念
に
存
じ
ま
す
。
多

く
の
戦
友
に
先
立
た
れ
、
軍
人
の
本
分
を
完
（
ま
っ
と
）
ふ
せ
ず
、
今
更
何
ん
で
帰
ら
れ

ま
せ
う
。
巖
の
胸
中
、
お
察
し
下
さ
れ
。

武
人
と
し
て
、
又
、
自
己
の
信
念
の
大
道
を
進
む
べ
く
、
此
処
に
死
を
決
し
ま
す
。
お
許

し
下
さ
れ
。

生
を
受
け
て
よ
り
此
の
方
、
二
十
四
年
有
余
。
此
の
間
の
御
両
親
様
の
御
辛
労
、
深
く
深

く
感
謝
致
し
ま
す
。
後
に
残
り
し
弟
二
人
、
立
派
に
御
薫
陶
の
上
、
皇
國
護
持
の
為
に
尽

さ
し
め
ら
れ
た
く
お
願
ひ
申
し
上
げ
ま
す
。

折
角
御
自
重
遊
さ
れ
た
く
。

　

昭
和
二
十
年
八
月
十
八
日

巖御
両
親
様�

（
原
文
の
ま
ま
）　

【
平
成
二
十
二
年
八
月　

靖
國
神
社
社
頭
掲
示
】

遺
族
会
の
動
き

平
成
二
十
二
年
九
月
行
事
表

１
日　

津
山
市
遺
族
連
合
会
護
國
神
社
参
拝
並
び
に
研
修
旅
行

�

（
山
口
県
方
面
）
一
泊

７
日　

中
国
・
四
国
ブ
ロ
ッ
ク
遺
族
会
会
議
（
鳥
取
県
）
一
泊

　
　
　

高
梁
市
成
羽
地
区
遺
族
会
護
國
神
社
参
拝
（
県
護
國
神
社
）

16
日　

新
公
益
法
人
へ
の
移
行
に
関
す
る
研
修
会(

九
段
会
館
）

17
日　

瀬
戸
内
市
遺
族
連
合
会
女
性
部
会
議（
長
船
町
中
央
公
民
館
）

20
日　
「
敬
老
の
日
」
県
連
盟
老
人
福
祉
事
業
／
百
歳
ご
遺
族
お
祝

い
、
身
寄
り
の
な
い
父
母
・
一
人
暮
ら
し
の
妻
慰
問
（
県
下
）

25
日　

岡
山
市
瀬
戸
遺
族
連
合
会
靖
國
神
社
参
拝
及
び
研
修
旅
行

�

（
東
京
・
岐
阜
方
面
）

26
日　

総
社
市
遺
族
連
合
会
靖
國
神
社
参
拝
並
び
に
研
修
旅
行

�

（
千
葉
県
方
面
）
一
泊

平
成
二
十
二
年
十
月
行
事
表

１
日　

浅
口
市
戦
没
者
追
悼
式
（
浅
口
市
中
央
公
民
館
）

２
日　

津
山
市
戦
没
者
追
悼
式
（
津
山
総
合
体
育
館
）

５
日　

県
戦
没
者
秋
季
慰
霊
祭
（
県
護
國
神
社
）

６
日　

県
護
國
神
社
秋
季
慰
霊
大
祭
（
県
護
國
神
社
）

12
日　

県
連
盟
女
性
部
平
成
二
十
二
年
度
第
一
回
研
修
会
（
神
戸
市

内
を
予
定
）

27
日　

笠
岡
市
陶
山
地
区
戦
没
者
慰
霊
祭
（
県
護
國
神
社
）

　

東
京
・
九
段
の
靖
國
神
社
に
は
、
わ
が
国
の
危
急
存
亡
に
際
し
て
、
国
家
国
民
の
た
め
に

一
命
を
捧
げ
ら
れ
た
二
五
〇
万
も
の
戦
没
者
英
霊
が
祀
ら
れ
て
い
ま
す
。

　
「
靖
國
カ
レ
ン
ダ
ー
」
は
、
こ
の
尊
い
英
霊
の
真
心
に
思
い
を
い
た
し
、
私
た
ち
国
民
の
一

人
ひ
と
り
が
感
謝
の
誠
を
捧
げ
る
輪
を
広
げ
る
国
民
運
動
の
一
環
と
し
て
、
昭
和
五
十
一
年

以
来
刊
行
し
て
い
ま
す
。
戦
後
も
六
十
余
年
が
経
過
し
、
次
代
を
担
う
青
少
年
の
皆
さ
ん
に

も
、
英
霊
と
は
、
靖
國
神
社
と
は
何
で
あ
る
の
か
、
ま
た
、
わ
が
国
が
明
治
維
新
以
降
、
直

面
し
た
戦
争
・
事
変
の
正
し
い
歴
史
を
伝
え
る
教
材
に
な
る
よ
う
企
画
し
て
い
ま
す
。

　
「
靖
國
カ
レ
ン
ダ
ー
」
は
、
本
会
の
運
動
に
ご
賛
同
い
た
だ
き
、
維
持
会
費
を
納
め
ら
れ
た

方
に
贈
呈
し
、
維
持
会
費
の
中
か
ら
毎
年
、
靖
國
神
社
へ
奉
納
さ
せ
て
い
た
だ
い
て
お
り
ま

す
。
是
非
「
靖
國
カ
レ
ン
ダ
ー
」

を
家
庭
に
掲
げ
て
ご
活
用
い
た

だ
き
ま
す
様
、
遺
族
会
の
皆
様

方
の
ご
協
力
を
お
願
い
い
た
し

ま
す
。

　

英
霊
に
こ
た
え
る
会

　

岡
山
県
本
部

　
　

会
長　

岸
本　

清
美

【
靖
國
カ
レ
ン
ダ
ー
の
内
容
】

　

＊
ご
英
霊
に
ま
つ
わ
る
写
真
と
逸
話
を
掲
載
し
て
い
ま
す
。

　

＊
大
き
さ
は
、
縦
52
㎝
×
横
36
㎝ 

【
維
持
会
費
】
一
部　

五
〇
〇
円
（
別
途
送
料
が
必
要
で
す
）

　
　
　
　
　
　

※
各
支
部
で
一
括
注
文
さ
れ
る
場
合
は
一
部
四
〇
〇
円
で
す
。

【
お
申
し
込
み
先
】

　

カ
レ
ン
ダ
ー
送
付
先
の
住
所
、
氏
名
、
電
話
番
号
、
注
文
部
数
を
左
記
県
本
部
ま
で
ご
連

絡
下
さ
い
。
十
一
月
初
旬
頃
ま
で
に
送
付
い
た
し
ま
す
。

　
　

〒
七
〇
三
︱
八
二
七
二　

岡
山
市
中
区
奥
市
三
︱
二
一　

岡
山
県
護
國
神
社
内

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
「
英
霊
に
こ
た
え
る
会
岡
山
県
本
部
」

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

電　

話　

〇
八
六
︱
二
七
二
︱
三
〇
一
七

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

Ｆ
Ａ
Ｘ　

〇
八
六
︱
二
七
二
︱
三
〇
一
六

平
成
二
十
三
年
度
版

　
　
　「
靖
國
カ
レ
ン
ダ
ー
」

英
霊
に
こ
た
え
る
一
億
国
民
の
こ
こ
ろ
を
結
集
し
よ
う

　

華
　
岡
　
政
　
野
　
氏

　
　
　

元 
岡
山
県
遺
族
連
盟
婦
人
部
長

　
　
　

元 

倉
敷
市
倉
敷
遺
族
連
合
会
婦
人
部
長

　

戦
没
者
の
妻
と
し
て
長
年
英
霊
顕
彰
並
び
に
遺
族
処
遇
改
善
運
動
に
ご
尽
力

を
い
た
だ
い
た
元
岡
山
県
遺
族
連
盟
婦
人
部
長
の
華
岡
政
野
氏
が
八
月
八
日
に

逝
去
（
享
年
一
〇
四
歳
）
さ
れ
ま
し
た
。
ご
生
前
の
ご
功
績
に
心
か
ら
感
謝
申

し
上
げ
ま
す
と
共
に
謹
ん
で
ご
冥
福
を
お
祈
り
い
た
し
ま
す
。

訃　報

皇居内濠を望む静かな九段
ご婚礼／宴集会／ご宿泊／お食事／大ホール

※ご遺族様には、
　特別割引がございます。
●シングル……￥ 7,140～
●ツ イ ン……￥12,600～
　　　　　　　　　（税込）

URL  http://www.kudankaikan.or.jp

〒102－0074　東京都千代田区九段南1－6－5

●地下鉄　東西線・新宿線・半蔵門線
　（九段下駅）徒歩１分
●JR東京駅より（車）５分

☎ 03（3261）5521


